
授業科目 単位（時間）

科目目標

教育方法 担当者

講義 永松

講義

講義 永松

演習 永松

講義 野尻

試験・演習

試験・講義 永松

テキスト/参
考書/視聴覚
/その他の教
材

成績評価の
方　法

　備　考

系統看護学講座　専門分野　「老年看護　病態・疾患論」（医学書院）
系統看護学講座　専門分野　「老年看護学」　　　（医学書院）
必要に応じてプリント使用　　　パワーポイント使用

レポート・筆記試験・出席状況（合計100点）で総合的に評価する。

　２） 急性期～回復期の看護
　　　　事例：大腿骨頸部骨折を生じた高齢者の看護

　３） 慢性期の看護

　　　　認知症のある高齢者の看護

　４）高齢者の生活を支える看護
　　　（その人らしさを支える看護を考える）

２． 高齢者とリハビリテーション
　　（生活のリハビリテーション及び自立生活への支援方法）

　１） 基本的視点・療養環境の整備

　

　２） 介護技術の原理・原則 4

３．試験・まとめ 2

4

4

演習

6 外部
講師

外部
講師

分野 開講年次 講師名

専門分野 老年看護学援助論Ⅱ １（３０） ２年後期

野尻   晋一
外部講師

永松  真由美
（実務経験あり）

4

老化、健康障害をもつ高齢者の生活史に基づく価値観を尊重し、QOLを高める看護
の展開を理解する。
演習を通して日常生活行動の自立支援の方法を理解する。

授業内容

時間

１． 老化、健康レベルに応じた看護

　１） 高齢者の健康と生活を支える技術
　　　（加齢に伴う機能の変化の理解を基に）

6


